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1. はじめに

インターネットをはじめとする様々なマルチメディアの爆発

的な広がりと共に，光通信に対する大容量化の要求がますます

大きくなっている。従来，光通信では，光ファイバによる光の

吸収が少ない波長である1.31 µm若しくは1.55 µmの帯域にお

いて，それぞれ単一の波長による伝送が一般的であった。この

方式では，より多くの情報を伝達するためには伝送経路に敷設

する光ファイバの心数を増やす必要があり，伝送容量の増加に

は大変な費用がかかるという問題があった。この課題のブレイ

クスルーとして登場したのがDWDM（ � Erbium Doped Fiber Amplifier）の動作帯域である1.55

µm帯において，複数の波長を使用して伝送を行う方式であり，）間隔で4～8波の

図１ DWDMシステムの概略
Outline of DWDM system

MUX : Multiplexer

DMUX : DeMultiplexer

OXC : Optical Cross Connect

ADM : Add/Drop Multiplexer
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